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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
番組コンテンツを含む第１のパケットと第１の付加情報を含む第２のパケット及び第２の
付加情報を含む第３のパケットが入力され、前記第１及び第３のパケットを集合したスト
リームファイルを構築するとともに、前記第２のパケット内の前記第１の付加情報から前
記ストリームファイルを特定するためのメニュー表示に用いる識別情報を構築するストリ
ームファイル及び識別情報構築処理器と、
　前記ストリームファイル及び識別情報を記録媒体に記録させる記録制御器と、
　前記記録媒体から前記ストリームファイル及び前記識別情報を読み取る信号読み取り器
と、
　前記識別情報が所定のオーダーと異なるイレギュラー識別情報であると判断した場合、
前記ストリームファイルの中の前記第３のパケットに含まれる前記第２の付加情報から新
たな識別情報を生成する録画リスト編集器と、
　前記新たな識別情報を再生して前記メニュー表示の出力を得る再生制御器を有するスト
リームファイル管理装置。
【請求項２】
前記録画リスト編集器は、前記イレギュラー識別情報の判断なされた場合、前記ストリー
ムファイルを再生し前記新たな識別情報を生成することを特徴とする請求項１記載のスト
リームファイル管理装置。
【請求項３】
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前記録画リスト編集器は、前記記録媒体に記録されている複数の識別情報の情報が所定の
オーダーと異なるかどうかを判断し、前記イレギュラー識別情報があった場合に自動的に
動作し、対応する前記ストリームファイルのための前記新たな識別情報を生成することを
特徴とする請求項１記載のストリームファイル管理装置。
【請求項４】
前記第３のパケット内の前記第２の付加情報は、前記デジタルテレビジョン放送信号のセ
レクション情報テーブル（ＳＩＴ）の情報であることを特徴とする請求項１又は２又は３
記載のストリームファイル管理装置。
【請求項５】
さらに表示制御部を有し、この表示制御部は、表示装置に対して前記イレギュラー識別情
報を表示するとともに、前記イレギュラー識別情報が編集された後は、正常になった前記
新たな識別情報を表示する請求項１又は２又は３記載のストリームファイル管理装置。
【請求項６】
前記番組コンテンツを含む前記第１のパケットとセレクション情報テーブル（ＳＩＴ）を
含む前記第２の付加情報を有した前記第３パケットがチューナ又は外部入力端子のいずれ
かから供給導入される請求項１又は２又は３記載のストリームファイル管理装置。
【請求項７】
ストリームファイル及び識別情報を構築するストリームファイル及び識別情報構築処理器
、記録制御器、再生制御器を制御するストリーム管理方法において、
　前記ストリームファイル及び識別情報構築処理器及び記録制御器により、番組コンテン
ツを含む第１のパケットと第１の付加情報を含む第２のパケット及び第２の付加情報を含
む第３のパケットが入力され、前記第１及び第３のパケットを集合した第１のストリーム
ファイルを構築するとともに、前記第２のパケット内の前記第１の付加情報から前記スト
リームファイルを特定するためのメニュー表示に用いる識別情報を構築し、
　前記ストリームファイル及び識別情報を記録媒体に記録し、
　録画リスト編集器により、前記識別情報が所定のオーダーと異なるイレギュラー識別情
報であると判断した場合、前記ストリームファイルの中の前記第３のパケットに含まれる
前記第3の付加情報から新たな識別情報を生成し、
　前記再生制御器により前記記録媒体の前記新たな識別情報を再生して前記メニュー表示
の出力を得るストリームファイル管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態はストリームファイル管理装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ビデオ録再装置、録画機能付きテレビジョン装置及びパーソナルコンピュータ
などでは、動画データを取り込んだ場合、該動画データをコンテンツファイルとして保存
する機能を有する。また保存したコンテンツファイルを管理するためのファイル管理機能
も有する。
【０００３】
　ファイル管理機能により作成された管理情報は、コンテンツファイルのファイル番号或
いはファイル名などを含み、保存したコンテンツファイルと管理情報とがファイル番号あ
るいはファイル名で関連つけられる。例えば、パーソナルコンピュータでは、コンテンツ
ファイルに対する独自のファイル名をユーザが入力している。
【０００４】
　このようにコンテンツファイルとその管理情報とを関連付ける要素としては、独自に付
与されたファイル名があるが、さらに細かい情報としてのメタデータを作成して管理情報
に追加する装置もある。またコンテンツに関するメタデータを生成して、コンテンツの一
部の映像フレームに付加する装置もある。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】WO2003/088665号公報
【特許文献２】特開2010-15261号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、次のようなストリームファイル管理装置及び方法を提供する；記録媒体に記
録されている複数のストリームファイルを、録画リストの表示により、容易に識別しやす
くする。またストリームに含まれる付加情報を、ストリームの識別情報として活用し、こ
の識別情報をストリームファイルとは独立した録画リストファイルに格納する。またスト
リームがストリームファイルに格納される際に、何らかの原因で識別情報を取得できなか
った場合、対応するストリーム内の付加情報から新たな識別情報を自動的に作成する。
【０００７】
　なお録画リストは、記録ストリームリスト、あるいは記録番組リストなどと称してもよ
い。また識別情報は番組情報或いはメタデータなどと称してもよい。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態によれば、番組コンテンツを含む第１のパケットと第１の付加情報を含む第２
のパケット及び第２の付加情報を含む第３のパケットが入力され、前記第１及び第３のパ
ケットを集合したストリームファイルを構築するとともに、前記第２のパケット内の前記
第１の付加情報から前記ストリームファイルを特定するためのメニュー表示に用いる識別
情報を構築するストリームファイル及び識別情報構築処理器と、
　前記ストリームファイル及び識別情報を記録媒体に記録させる記録制御器と、
　前記記録媒体から前記ストリームファイル及び前記識別情報を読み取る信号読み取り器
と、
　前記識別情報が所定のオーダーと異なるイレギュラー識別情報であると判断した場合、
前記ストリームファイルの中の前記第３のパケットに含まれる前記第２の付加情報から新
たな識別情報を生成する録画リスト編集器と、
　前記新たな識別情報を再生して前記メニュー表示の出力を得る再生制御器を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態の装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図１のハードディスクに記録されている情報の説明図である。
【図３】図１の実施形態の装置により、表示装置に表示された録画リストの例を示す図で
ある。
【図４】図１の実施形態の装置により、表示装置に表示された録画リストの他の例を示す
図である。
【図５】図１の実施形態の装置の番組録画時の動作例を示すフローチャートである。
【図６】図１の実施形態の装置の番組再生時の動作例を示すフローチャートである。
【図７】図１の実施形態の装置の番組再生時の他の動作例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施の形態（本発明の実施形態ではなく、単なる実施形態）について図面を参照
して説明する。
【００１１】
　図１は、実施形態の装置の一例でありテレビジョン放送受信装置１００の信号処理系を
概略的に示している。デジタルテレビジョン放送受信用のアンテナ２２で受信したデジタ
ルテレビジョン放送信号は、入力端子２３を介してチューナ２４に供給される。このチュ
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ーナ２４は、入力されたデジタルテレビジョン放送信号から所望のチャンネルの信号を選
局し復調している。チューナ２４から出力された信号は、デコーダ２５に供給されて、例
えばＭＰＥＧ（moving picture experts group）２デコード処理が施された後、セレクタ
２６に供給される。
【００１２】
　またチューナ２４の出力は、直接セレクタ２６に供給されている。この信号から映像・
音声情報などが分離され、この映像・音声情報が制御部３５を介して記録・再生信号処理
器５５で処理され、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）５７にて記録されることも可能で
ある。ＨＤＤ５７は、ユニットとして端子５６を介して記録・再生信号処理器５５に接続
されており、交換することも可能である。またＨＤＤ５７は、信号の記録器、読み取り器
を含む。
【００１３】
　アナログテレビジョン放送受信用のアンテナ２７で受信したアナログテレビジョン放送
信号は、入力端子２８を介してチューナ２９に供給される。このチューナ２９は、入力さ
れたアナログテレビジョン放送信号から所望のチャンネルの信号を選局し復調している。
そして、このチューナ２９から出力された信号は、Ａ／Ｄ（analog／digital）コンバー
タ３０によりデジタル化された後、セレクタ２６に出力される。
【００１４】
　また、例えばＶＴＲなどの機器が接続されるアナログ信号用の入力端子３１に供給され
たアナログの映像及び音声信号は、Ａ／Ｄコンバータ３２に供給されてデジタル化された
後、セレクタ２６に出力される。さらに、例えば光ディスク再生装置などの機器が接続さ
れるデジタル信号用の入力端子３３に供給されたデジタルの映像及び音声信号は、そのま
まセレクタ２６に供給される。
【００１５】
　Ａ／Ｄ変換された信号が、ＨＤＤ５７にて記録される場合は、セレクタ２６に付随して
いるエンコーダ・デコーダ３６内のエンコーダにより、所定のフォーマット例えばＭＰＥ
Ｇ（moving picture experts group）２方式による圧縮処理が施された後、記録・再生信
号処理器５５を介してＨＤＤ５７に記録される。記録・再生信号処理器５５は、記録制御
器５３aと相俟って、ＨＤＤ５７に情報を記録する場合、例えばＨＤＤ５７の何処のディ
レクトリに対してどのような情報を記録するかを予めプログラムされている。したがって
ストリームファイルをストリームディレクトリに格納するときの条件、識別情報を録画リ
ストファイルに格納するときの条件などが設定されている。
【００１６】
　セレクタ２６は、４種類の入力デジタル映像及び音声信号から１つを選択して、信号処
理器３４に供給している。この信号処理器３４は、入力されたデジタル映像信号からオー
ディオ情報、ビデオ情報を分離し、所定の信号処理を施している。信号処理としては、オ
ーディオ情報に関しては、オーディオデコード・音質調整・ミックス処理などが任意に行
われる。ビデオ情報に関しては、カラー・輝度分離処理、カラー調整処理、画質調整処理
などが行われる。
【００１７】
　オーディオ情報は、オーディオ出力回路３７でアナログ化され、音量、チャンネルバラ
ンスなどの調整を受けた後、出力端子３８を介してスピーカ装置１０２に出力される。
【００１８】
　ビデオ情報は、ビデオ出力回路３９にて、画素の合成処理、走査線数変換など受けたの
ち、出力端子４１、４２を介して表示装置１０３へ出力される。例えば映像信号が３Ｄ信
号の場合、出力端子４１、４２の両方が利用される。
【００１９】
　映像表示装置１０３としては、例えば、液晶ディスプレイやプラズマディスプレイ等で
なるフラットパネルディスプレイが採用される。
【００２０】
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　このテレビジョン放送受信装置１００は、各種の受信動作を含む種々の動作を制御ブロ
ック３５によって統括的に制御されている。この制御ブロック３５は、ＣＰＵ（central 
processing unit）等を内蔵したマイクロプロセッサの集合である。制御ブロック３５は
、操作部４７からの操作情報、または、リモートコントローラ１０４から送信された操作
情報がリモコン信号受信部４８を取得され、これにより、その操作内容が反映されるよう
に各種ブロックをそれぞれ制御している。
【００２１】
　制御部３５は、メモリ４９を使用している。このメモリ４９は、主として、そのＣＰＵ
が実行する制御プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）と、該ＣＰＵに作業エ
リアを提供するためのＲＡＭ（random access memory）と、各種の設定情報及び制御情報
等が格納される不揮発性メモリとを備えている。
【００２２】
　またこの装置はインターネットを介して外部サーバーとの通信を行うことも可能である
。接続端子４４からのダウンストリーム信号は、送・受信器４５で復調され変調・復調器
４６で復調され、制御ブロック３５に入力される。またアップストリーム信号は、変調・
復調器４６で変調され、送・受信器４５で送信信号に変換され接続端子４４に出力される
。
【００２３】
　制御ブロック３５は、外部サーバーからダウンロードされた動画像あるいはサービス情
報を変換処理し、ビデオ出力回路３９に供給することができる。また制御ブロック３５は
、リモコン操作に応答して、外部サーバーに向けてサービス要求信号を送信することもで
きる。
【００２４】
　さらに制御ブロック３５は、コネクタ５１に装着されたカードタイプメモリ５２のデー
タを読み取ることも可能である。このために本装置は、例えば、カードタイプメモリ５２
から写真画像データを取り込み、表示装置１０４に表示することが可能である。また特殊
なカラー調整などを行う際に、カードタイプメモリ５２からの画像データを標準データ或
いは参照データとして用いることも可能である。
【００２５】
　上記装置において、ユーザは、デジタルテレビジョン放送信号の所望の番組を視聴する
と共に、ＨＤＤ５７に保存したいと思う場合、リモートコントローラ１０４を操作するこ
とによりチューナ２４を制御し、番組選択を行う。
【００２６】
　チューナ２４の出力は、デコーダ２５でデコードされベースバンド映像信号に復号され
、このベースバンド映像信号は、セレクタ２６から信号処理器３４に入力する。これによ
りユーザは、所望の番組を表示装置１０３で見ることができる。
【００２７】
　また選択された番組のストリーム（多数のパケットからなる）は、セレクタ２６を介し
て制御ブロック３５に入力する。ユーザが録画操作を行えば、記録制御器３５ａは、前記
番組のストリームを選択して記録・再生信号処理器５５に供給する。記録制御器３５ａ及
び記録・再生信号処理器５５の動作により、例えば前記番組のストリームに対してファイ
ル番号が付され、ストリームファイルとしてＨＤＤ５７のファイルディレクトリに格納さ
れる。
【００２８】
　また、ユーザがＨＤＤ５７に記録されているストリームファイルを再生して視聴したい
場合、例えばリモートコントローラ１０４を操作して、例えば録画リストファイルの表示
を指定する（この録画リストファイルについては後でさらに詳しく説明する）。
【００２９】
　録画リストファイルは、ＨＤＤ５７にどのようなストリームファイルが記録されている
のかを示すファイル番号やファイル名（識別情報と称する）のテーブルを有する。ユーザ
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が録画リストファイルの表示を指定すると、録画リストがメニューとして表示されるので
、ユーザは、表示されたリストの中の希望の番組名あるいはファイル番号の位置にカーソ
ルを移動させ、決定ボタンを操作する。すると、所望のストリームファイルの再生が開始
される。
【００３０】
　指定されたストリームファイルは、再生制御器３５ｂの制御のもとで、ＨＤＤ５７から
読み出され、記録・再生信号処理器５５で復号され、制御ブロック３５、セレクタ２６を
経由して信号処理器３４に入力される。
【００３１】
　ここで、制御ブロック３５は、記録制御器３５a、再生制御器３５ｂ、及び録画リスト
編集器３５ｃを含むが、これらの構成要素は、以下のような重要な役割を担うものである
。また制御ブロック３５は表示制御部３５ｄも含み、後述するように録画リスト、モニタ
用のウインドウ画面などの表示状態を制御する。
【００３２】
　記録制御器３５ａは、選択した番組のコンテンツを含む第１のパケットと付加情報を含
む第２、第３のパケットが入力される。そして、記録制御器３５ａは、第１及び第３のパ
ケットを集合した第１のストリームファイルを構築するとともに、第２のパケットの付加
情報から第１のストリームファイルを特定するための第１の識別情報（メタデータとも称
される）を構築することができる。つまり、ストリームファイル及び識別情報を構築する
ストリームファイル及び識別情報構築処理器を含む。
【００３３】
　一方、ＨＤＤ５７では、図２に示すように、第１のストリームファイルが他のストリー
ムと共にストリームディレクトリに格納されて管理され、前記第１の識別情報が他の識別
情報とともに録画リストファイルに格納されて管理されている。
【００３４】
　再生制御器３５ｂは、録画リストファイル内の複数の識別情報を再生すると共に、前記
複数の識別情報の中から選択された選択識別情報に対応するストリームファイルを再生す
ることができる。
【００３５】
　録画リスト編集器３５ｃは、複数の識別情報の中で、情報が所定のオーダーよりも一部
情報が欠落しているイレギュラー識別情報があった場合、前記イレギュラー識別情報に対
応するストリームファイルの中の第３のパケットの前記付加情報から新たに識別情報を生
成し、前記欠落識別情報に追加するか若しくはイレギュラー識別情報を新識別情報に置換
することができる。
【００３６】
　図２をさらに説明する。図２は記録媒体つまりＨＤＤ５７にて記録管理されるファイル
の構成例を示している。ここでは、本装置に特に関連しているファイルを示している。フ
ァイルの種類としてはストリームファイルＦ１，Ｆ２，Ｆ３，・・・、録画リストファイ
ルがある。ストリームファイルＦ１，Ｆ２，Ｆ３，・・・は、ストリームファイルディレ
クトリ７５aに格納される。録画リストファイル７５ｂは、ストリームファイルＦ１，Ｆ
２，Ｆ３，・・・とは、独立している。
【００３７】
　録画リストファイル７５ｂは、ストリームファイルＦ１，Ｆ２，Ｆ３，・・・の識別情
報をテーブルとして有する。各ストリームファイルＦ１，Ｆ２，Ｆ３，・・・の識別情報
は、それぞれのストリームファイルが構築され、記録されるときに作成される。識別情報
は、基本的にはファイル番号、当該ファイルに含まれるコンテンツ（番組）の番組名、放
送日時、番組内容（コメント）などを含む。
【００３８】
　ファイル番号は、ストリームファイルがＨＤＤ５７に記録されるとき、記録・再生信号
処理器５５或いは記録制御器３５ａにおいて、作成される。例えばファイルの記録順に連
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続ファイル番号が録画ファイルに割り当てられる。
【００３９】
　一方、番組を特定することができるコンテンツ（番組）の番組名、放送日時、番組内容
（コメント）などの情報は、デジタルテレビジョン放送信号のパケットストリーム中に含
まれるＥＩＴ（Event Information Table）と、ＳＩＴ(Selection Information Table)に
記述されている。
【００４０】
　なおＥＩＴには、現在の放送中の番組に対するＥＩＴp（番組名、放送日時、番組内容
（コメント））の他に、現在の放送中の番組の次の番組に対するＥＩＴf（番組名、放送
日時、番組内容（コメント））も含み、また番組の変更や終了（放送時間の延長、あるい
は緊急番組へ切り替え）に伴い対応するためのＥＩＴpf（番組名、放送日時、番組内容（
コメント））も存在する。これに対して、ＳＩＴは、このＳＩＴが含まれる番組ストリー
ムに対する番組名、放送日時、番組内容（コメント）が含まれている。
【００４１】
　記録制御器３５ａは、デジタルテレビジョン放送信号の番組が受信され、記録されてい
るとき、選択した番組のコンテンツを含む第１のパケットと付加情報を含む第２、第３の
パケットが入力され、前記第１及び第２のパケットを集合した第１のストリームファイル
を構築するとともに、前記付加情報から前記第１のストリームファイルを特定するための
第１の識別情報（番組ストリームに対する番組名、放送日時、番組内容（コメント））を
構築する。構築された識別情報は、図２に示すように録画リストファイル５７ｂに格納さ
れる。また第１のストリームファイルは、ストリームファイルディレクトリ５７ａに格納
される。
【００４２】
　ここで、識別情報が欠落或いは欠損している、さらには、構築されない場合がある。こ
のようなケースとしては、識別情報を構築しているときに何らかのエラーが生じてデータ
が破綻した場合、もとももと、放送信号がノイズで乱れており、識別情報の取得ができな
かった場合がある。さらには、コピー或いはダビングのために、入力したストリームにＥ
ＩＴが含まれていない場合がある。さらにまた、パーソナルコンピュータなどからストリ
ームが取り込まれた場合、あるいは放送番組を録画中にストリームファイルは構築できた
が、停電などで識別情報の生成ができなかったような場合がある。
【００４３】
　このような場合は、例えば図２に示すように、録画リストファイル５７ｂには、ファイ
ル番号（例えばFile No.2?????）のみが表示され、いわゆるイレギュラー識別情報となる
。この様な場合、ストリームファイルＦ２がどのような番組名で、何時放送されたのか、
さらには、内容がどのような内容であるかは、メニューとして表示された録画リストファ
イルからユーザは確認することができない。
【００４４】
　そこで本装置では、上記のようなイレギュラー識別情報が存在した場合、このイレギュ
ラー識別情報を、正常な識別情報に自動的に編集する録画リスト編集器３５ｃが設けられ
ている。
【００４５】
　図３（Ａ）は、録画リストが表示装置１０２に表示された例を示している。ストリーム
Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３の識別情報が表示されている。今、ストリームＳ１の識別情報をカーソ
ル１０３ａが指定している（番組名は「ＢＳ大好き」の例）様子を示している。このとき
は、ウインドウ１０３ｂにストリームＳ１を再生した動画像（図では家庭訪問の様子の動
画像の例）が表示される。さらにそのウインドウ１０３ｂの下に、識別情報の内容、例え
ば、放送のタイプ、放送局、放送日時が表示されている。
【００４６】
　またストリームＳ２の識別情報は、イレギュラー識別情報であり、例えば記録した日時
のデータが表示された例である。ストリームＳ３は、正常に識別情報が記録されている例
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である。
【００４７】
　図３（Ｂ）は、ストリームＳ２に関連したイレギュラー識別情報が本装置の録画リスト
編集器３５ｃにより、構築されて正常な識別情報（番組名「わくわくビューティー」）に
変更された様子を示している。
【００４８】
　上記の例は一例であり、図４（Ａ）及び図４（Ｂ）もイレギュラー識別情報が本装置の
録画リスト編集器３５ｃにより、構築されて正常な識別情報に変更された様子を示してい
る。
【００４９】
　図４（Ａ）は、ストリームＳ２に対応する識別情報（イレギュラー識別情報）の項目に
カーソル１０３aが合わせられた様子を示している。図４（Ｂ）は、イレギュラー識別情
報が本装置の録画リスト編集器３５ｃにより、構築されて正常な識別情報（番組名「Juni
or Soccer in JAPAN・・・」）に変更された様子を示している。
【００５０】
　図５は、デジタルテレビジョン放送信号の所望の番組がユーザにより視聴されていると
き、ＨＤＤ５７に当該番組のストリームが保存され、また識別情報が構築されて保存され
るときの装置の動作を示すフローチャートである。
【００５１】
　録画すべきストリーム（番組）が指定される（ステップＳＡ１）。当該番組のストリー
ムの記録処理が実行される（ステップＳＡ２）。またこのとき、ストリームの中から、Ｅ
ＩＴを得るためのパケットが抽出され、ＥＩＴが取得され（ステップＢ１）、ＥＩＴに含
まれる情報から識別情報が構築される（ステップＳＢ２，ＳＢ３）。識別情報の構築が終
了すると、識別情報が録画リストファイル内に格納され（ステップＳＢ４）、ステップＳ
Ａ３に移行する。ステップＳＡ３では、構築した識別情報に対応する番組のストリームが
終了したかどうかの判定が行われる。ストリームが終了しているときは、記録動作が終了
し、次の指令待ち状態となる（ステップＳＡ４）。
【００５２】
　図６は、録画リストの表示要求がなされた後の動作を示すフローチャートである。録画
リストが表示される（ステップＳＣ１）。ユーザは、リモートコントローラを操作して、
カーソルを移動させ、識別情報を参照して再生希望のストリームを指定し、決定ボタンを
押す（ステップＳＣ２）。すると、指定した識別情報に対応するストリームのリンク情報
が記述されているので、当該ストリームの再生が開始される。このとき、識別情報は、イ
レギュラーであるか否かの判定がなされる（ステップＳＣ３）。正常な識別情報であれば
、指定されたストリームの再生が続行される（ステップＳＣ４）。ステップＳＣ３におい
て、イレギュラー識別情報が検出された場合、指定されたストリームの再生が行われると
ともに、当該ストリームに含まれるＳＩＴを含むパケットが取得される。そして、識別情
報の構築又はイレギュラー識別情報内で不足する分の追加情報の作成が行われる。
【００５３】
　そして、指定されたストリームの再生が終了したときに（ステップＳＣ６）、イレギュ
ラー識別情報に不足分の情報を追加するか若しくはイレギュラー識別情報を新識別情報に
置換する（ステップＳＣ７）。
【００５４】
　上記した図６の実施形態は、再生指定したストリーム自身の識別情報がイレギュラーで
あった場合の動作を示した。しかし本装置は、この実施形態に限定されるものではない。
【００５５】
　図７は、記録されているストリームのいずれかが再生指定されたとき、録画リストの中
にイレギュラー識別情報が存在するかどうかをチェックする。そして、自動的にイレギュ
ラー識別情報に不足分の情報を追加するか若しくはイレギュラー識別情報を新識別情報に
置換する実施形態である。この実施形態は、再生するストリームに対応する識別情報が正



(9) JP 4937394 B2 2012.5.23

10

20

30

40

常か否かに関わらず、イレギュラー識別情報が存在した場合は、このイレギュラー識別情
報を編集する。
【００５６】
　図７において録画リストの表示が行われる（ステップＳＤ１）。録画リストの中の再生
希望のストリームが指定される（ステップＳＤ２）。指定されたストリームの再生が実行
され、ストリーム再生が終了したら終了する（ステップＳＤ３）。一方、ストリームの再
生が開始されると、録画リストのチェックが実行される。そしてイレギュラー識別情報が
存在するかどうかの検出が行われる（ステップＳＥ１）。イレギュラー識別情報が存在し
た場合、このイレギュラー識別情報に対応するストリームが高速で読み取られ、当該スト
リームに含まれるＳＩＴの情報が取得される。そしてＳＩＴの情報が利用され、イレギュ
ラー識別情報に不足分の情報が構築されるか、新識別情報が構築される（ステップＳＥ３
）。そして、自動的にイレギュラー識別情報に不足分の情報を追加するか若しくはイレギ
ュラー識別情報を新識別情報に置換する。この処理は、表示中の番組とは無関係に実行さ
れる。
【００５７】
　さらにこの実施形態は、図７に示すステップＳＥ１－ＳＥ４の処理機能が独立して動作
する形態であっても構わない。つまり、録画リストファイルが、例えば番組録画後に録画
リストのチェックが実行されるか、または、装置において番組再生が行われていないとき
に自動的に立ち上がって録画リストのチェック動作を実行してもよい。この番組再生が行
われていないときとは、例えば電源が投入されたときであってもよい。また、図７におい
て録画リストの表示を行う前に録画リストのチェックを実行し、録画リストが表示される
時点ではイレギュラー識別情報が表示されない状態となるようにしてもよい。
【００５８】
　上記した実施形態によると、録画リストを表示した際に、イレギュラー識別情報が存在
しても、次の機会に録画リストを表示すると、イレギュラー識別情報が正常な識別情報に
変更された状態で表示される。
【００５９】
　また上記した実施例では記録媒体にいくつかのストリームファイル及びこれに対応する
識別情報がすでに記録されていることを前提にして説明したが、このような場合に限定さ
れない。初めてストリームファイルを構築する場合であっても本発明が適用できる範疇で
ある。
【００６０】
　この発明はビデオ録再装置、録画機能付きデジタルテレビジョン装置及びパーソナルコ
ンピュータなどに有効に適用可能である。
【００６１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
【符号の説明】
【００６２】
２４，２９・・・チューナ、２５・・・デコーダ、２６・・・セレクタ、３４・・・信号
処理器、３５・・・制御ブロック、３５ａ・・・記録制御器、３５ｂ・・・再生制御器，
３５ｃ・・・録画リスト編集器、３７・・・オーディオ出力回路、３９・・・ビデオ出力
回路、５７・・・ハードディスクドライブ。
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